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本
県
の
救
急
医
療
は
、
軽
度
の
患
者
に

対
す
る
初
期
救
急
医
療
か
ら
緊
急
を
要
す

る
救
命
救
急
医
療
ま
で
、
患
者
の
重
症
度

な
ど
に
よ
り
医
療
機
関
が
連
携
し
て
治
療

に
当
た
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
は
、
重
篤
な
救
急
患
者
を
24
時

間
い
つ
で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
四
つ
の
病
院
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
前
橋
赤
十

字
病
院
に
は
、
県
内
唯
一
の
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
持
ち
、
災
害
時

に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
す
る
な
ど
、
災
害
に

備
え
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
大
規
模
災
害
や
多
傷
病

者
が
発
生
し
た
事
故
な
ど
の
現
場
で
、
急

性
期
か
ら
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
ち
、

専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で

す
。
都
道
府
県
単
位
で
組
織
さ
れ
、
医
師
、

看
護
師
、
業
務
調
整
員
（
医
師
・
看
護
師

以
外
の
医
療
職
お
よ
び
事
務
職
員
）
で
構

成
し
ま
す
。

　
災
害
拠
点
病
院
を
中
心
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を

設
置
し
て
い
て
、
現
在
県
全
体
で
は
最
大

55
隊
を
組
織
で
き
ま
す
。
５
年
後
に
は
64

隊
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
標
に
研
修
や
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
医
療
研
修

　
県
で
は
、
前
橋
赤
十
字
病
院
を
は
じ
め

と
し
た
各
機
関
と
協
力
し
、
災
害
医
療
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
29
年
７
月
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医

療
機
関
や
消
防
職
員
を
対
象
に
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
を
新
規
養
成
す
る
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
隊
員
の
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

昨
年
度
は
群
馬
大
学
付
属
病
院
や
鉄
道
会

社
の
訓
練
施
設
な
ど
と
も
協
力
し
て
、
参

加
対
象
や
想
定
さ
れ
る
災
害
の
内
容
な
ど

が
異
な
る
５
回
の
研
修
を
行
い
、
合
計
２

０
１
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

救
急
・
災
害
医
療
の
取
り
組
み

本白根山噴火のため西吾妻福祉病院に参集した
ＤＭＡＴ

※災害拠点病院とは、災害時における初期救急医療体制の充実強化を図るための医療機関
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■ 基幹災害拠点病院
○ 地域災害拠点病院

病院名県内の災害拠点病院

療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
す
る

こ
と
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
24
時
間
体
制
で

専
門
の
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
心
疾

患
の
救
命
救
急
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

遠
隔
地
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ

れ
る
救
急
患
者
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
27
年
に
導
入
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
手
術
室
で
は
、
手
術
台
と
心
血
管
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
装
置
を
併
設
し
、
カ
テ

ー
テ
ル
を
使
用
し
た
内
科
的
治
療
と
切

開
を
伴
う
外
科
的
治
療
を
組
み
合
わ
せ

た
施
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
中
に
状
況
に
よ
っ

て
開
胸
手
術
に
移
行
で
き
る
な
ど
、
医

療
安
全
の
面
か
ら
も
優
れ
た
高
度
な
医

療
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」

　
県
立
病
院
の
高
度
・
専
門
医
療
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

の
内
藤
院
長
に
伺
い
ま
し
た

高
度
・
専
門
医
療
を
追
求

　
「
県
立
病
院
の
使
命
は
、
地
域
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
う
ち
、
高

度
な
専
門
性
や
採
算
性
な
ど
の
面
か
ら
、

他
の
医
療
機
関
で
は
提
供
が
困
難
な
医 内

ない

藤
とう

滋
しげ

人
と

さん

　
本
県
に
は
専
門
分
野
（
心
疾
患
、
が
ん
、

精
神
医
療
、
周
産
期
を
含
む
小
児
医
療
）

に
特
化
し
た
四
つ
の
県
立
病
院
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
県
内
の
中
核
を
担
う
専
門
病

院
と
し
て
、
高
度
な
医
療
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

●
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
）

　
本
県
の
心
疾
患
医
療
の
中
核
と
し
て
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
な
ど
を
活
用
し
た

高
度
・
専
門
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
予
防
か
ら
治
療
、
回
復
ま
で
を
対

象
に
し
た
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
太
田
市
）

　
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定

さ
れ
、
東
毛
地
域
の
が
ん
診
療
の
拠
点
と

し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
最
新
の
３
・
０
テ
ス
ラ
の

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
診
断
装
置
）
を
導
入

し
、
よ
り
高
画
質
な
全
身
画
像
を
一
度
の

撮
影
で
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
立
病
院
の
役
割

●
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
（
伊
勢
崎
市
）

　
本
県
に
お
け
る
精
神
医
療
の
基
幹
病
院

と
し
て
、
入
院
治
療
か
ら
退
院
後
の
地
域

生
活
支
援
ま
で
一
貫
し
た
治
療
・
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
15
年
か
ら
は
全
国
に
先
駆
け
て
精
神
科

救
急
専
門
病
棟
を
導
入
し
、
他
の
精
神
科

医
療
機
関
と
連
携
し
た
精
神
科
救
急
シ
ス

テ
ム
を
支
え
て
い
ま
す
。

●
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
（
渋
川
市
）

　
専
門
医
と
医
療
技
術
者
に
よ
る
チ
ー
ム

医
療
体
制
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
小
児

集
中
治
療
室
）
な
ど
の
施
設
や
高
度
医
療

機
器
を
整
備
し
、
難
病
・
重
症
患
者
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
併
設
し
て
い
る
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
の
周
産
期
医
療

の
中
核
的
機
能
を
担
う
他
、
リ
ス
ク
が
懸

念
さ
れ
る
分
娩
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

緊
急
時
に
は
、
保
育
器
な
ど
の
設
備
を
備

え
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
車
（
新
生
児
専
用
搬
送
車
）

に
よ
り
、
新
生
児
を
治
療
し
な
が
ら
搬
送

し
ま
す
。

　
ま
た
災
害
医
療
で
は
、
救
急
医
療
の

経
験
や
知
識
が
生
か
さ
れ
ま
す
。
１
月

に
起
き
た
本
白
根
山
の
噴
火
で
は
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
出
動
が
要
請
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
活
用
し
て
西
吾
妻
福
祉
病
院
へ

医
師
を
運
ん
だ
り
、
負
傷
者
を
前
橋
市

内
の
病
院
へ
搬
送
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
な
ど
、
救
急

医
療
の
仕
組
み
が
し
っ
か
り
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
が
、
災
害
時
の
対
応
に
大

き
く
影
響
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

災
害
拠
点
病
院
と
し
て

　
「
前
橋
赤
十
字
病
院
は
県
の
基
幹
災

害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
、
災
害
時
の

医
療
連
携
体
制
を
考
え
た
り
訓
練
を
計

画
し
た
り
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
現
場
で
必
要
な
専
門
知
識
と
技

術
は
、
研
修
と
訓
練
で
補
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
命

を
救
う
た
め
に
、
災
害
医
療
研
修
を
県

と
一
緒
に
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
」

　
救
急
・
災
害
医
療
に
つ
い
て
、
県
災
害

医
療
サ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
務
め
る

前
橋
赤
十
字
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
中
村
セ
ン
タ
ー
長
に
伺
い
ま
し
た 

救
急
・
災
害
医
療
に
つ
い
て

　
「
救
急
医
療
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
患
者
さ
ん
に
最
善
な
治
療
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
昨
年
度
、
救
急
搬
送
の
患
者

約
７
千
人
の
治
療
に
当
た
り
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
現
場
に
短
時
間

で
到
着
し
治
療
を
開
始
で
き
る
た
め
、

究
極
の
往
診
シ
ス
テ
ム
と
し
て
現
在
の

救
急
医
療
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。 中

なか

村
むら

光
みつ

伸
のぶ

さん


